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データと歴史でみる世界経済の分断（資源編） 
 ～資源の偏在と世界経済の分断～ 

第一生命経済研究所 経済調査部 

主任エコノミスト 阿原 健一郎 （℡：050-5470-4868） 

 

（要旨） 

 

「世界経済の分断」の過去・現在・将来について分析しました。本稿ではエネルギー・重要鉱物・食

糧の偏在などについて分析します。「データと歴史でみる世界経済の分断（通貨編）」「データと歴

史で見る世界経済の分断（関税編）」も併せてご参照ください。 

 

10月30日の米中首脳会談では、中国がレアアースの新たな輸出規制を1年間延期し、米国産農産品を

購入する一方、米国はフェンタニルに関する追加関税を引き下げるという互いの妥協点を見出し、一

旦は緊張緩和が実現した。しかし、今回の首脳会談は、直前に中国がレアアースの輸出規制を切り出

したように、世界経済に不可欠な資源を供給または支配しているという事実が、国際交渉の場で極め

〇中国のレアアース輸出規制にみられるように、世界経済に不可欠な資源を供給しているという事

実が、国際交渉の場で強力な交渉材料として機能している。資源の偏在が国際交渉や世界経済に

与える影響は大きい。 

 

〇エネルギーでは、再生可能エネルギーの活用が進みつつも、依然として大半を化石燃料に大きく

依存している。化石燃料の供給は特定の国に偏っており、特に OPECプラスや中東情勢に大きく左

右される。供給が滞った場合、日本や欧州など、化石燃料の輸入依存度が高い国を中心に経済活

動が停滞する可能性が高い。 

 

〇レアメタルやレアアースは、中国やアジア・アフリカの一部の国に供給元が限られており、供給

リスクが非常に高い。特に、精製等の加工工程などの供給網まで考えると、中国が圧倒的なシェ

アを握っている。産業に必要な素材であると同時に、安全保障上の重要品目であり、今後も外

交・経済摩擦時には規制が強化される可能性が高い。 

 

〇食料は、供給元が比較的分散しており、輸出規制等の通商政策上の供給リスクは限定的。ただ

し、他の資源と異なり、天候不順等の自然現象が世界的な供給制約となるリスクがある。 

 

〇資源の偏在は、供給国の全面的な輸出規制や、輸入国の同盟国や近隣国間での閉じたサプライチ

ェーンの再構築を促す場合には、世界経済を分断する要因になりうる。一方で、足もとの世界経

済は産業構造がより複雑化し、サプライチェーンを通じて各国経済は相互に依存している。資源

の偏在は分断リスクとして存在しつつも、経済的な相互依存が分断の防波堤として一定程度機能

し続けると考えられる。 

https://www.dlri.co.jp/report/macro/546287.html
https://www.dlri.co.jp/report/macro/546290.html
https://www.dlri.co.jp/report/macro/546290.html
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て強力な「切り札」として機能することを、改めて浮き彫りにした形となった。資源の偏在が、国際

交渉、ひいては今後の世界経済に与える影響は大きいといえよう。 

「データと歴史でみる世界経済の分断（資源編）」では、３つの資源（エネルギー、レアメタル・

レアアース、食料）について、世界経済における資源の需要と供給の偏在を確認していく。具体的に

は、それぞれの資源における輸出国、輸入国の集中度合いを視覚化し、世界経済に与える影響を考察

する。 

 

〇エネルギー 

まずは、経済活動の生命線ともいえるエネルギーについてみていく。図表１は、世界の一次エネル

ギー消費量の推移をエネルギー源別に示したものである。再生可能エネルギーが増加傾向にあるもの

の、世界全体でみれば、年間消費量の約600エクサジュール（注１）のうち約８割は化石燃料（石油、

石炭、天然ガス）から生産されている。国によっては再生可能エネルギーや水力発電の利用が進み、

エネルギー源の多様化が図られているが、依然として多くの国では、エネルギーの大半を化石燃料に

依存しているのが現状である。多くの資源輸入国にとっては、いかに安定的に化石燃料を確保してい

くかが今後も重要であり続ける。 

 

図表１：世界の一次エネルギー消費量の推移 

 

 

それでは、化石燃料の需要と供給はどの程度偏在しているのか。図表２が、化石燃料の輸出入の集

中度をハーフィンダール・ハーシュマン指数（世界全体の輸出入に占める各国の輸出入シェアの２乗

和、以下HHI）で表したものである。縦軸は輸出国の集中度、横軸は輸入国の集中度を示しており、

輸出入の量が特定の国に偏るほど値が大きくなる。輸出入を１か国だけで行っている独占状態では、
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（注）直近は2022年。

（出所）IEAより第一生命経済研究所作成
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指数は最大値の10,000となり、一般的に2,500以上で寡占的（特定の国に集中している）状態と言われ

る。図表２では、左上に位置するほど、多くの国で需要されているにも関わらず、供給元が偏ってい

るということになり、供給制約が生じた際に世界経済にとって影響が大きいと解釈できる。円の大き

さは、貿易量（図表２では発熱量に換算）の大きさを表している。 

 改めて図表２を確認すると、化石燃料は多くの国で輸入されているにもかかわらず、輸出国は特定

の国に集中しているといえる。特に石油の供給は、輸出のHHIを各国ベースで計算すると650となり、

分散されているかにみえるが、OPECプラスを１つの国とみなして計算し直すと3,410まで上昇し、供

給元がかなり集中することになる。図表３で石油の輸出割合を仔細に確認すると、サウジアラビアの

13.7％を筆頭に、OPECプラスで世界全体の56.5％を占める。特に中東諸国の輸出割合は約38％にな

る。イランとオマーンに挟まれたホルムズ海峡では世界の石油輸出の約20％が通過していると言わ

れ、中東情勢の悪化が即座に世界的な供給制約につながるリスクが高い。世界的な供給制約が生じた

場合には、化石燃料の輸入割合が高い日本や韓国、欧州諸国を中心に経済が下押しされると考えられ

る。 

 

図表２：化石燃料の輸出入の集中度 
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（注１）2024年時点のデータ。円の大きさは年間の輸出量を発熱量（ギガジュール）で換算した値、換算係数は資源エネルギー庁のエネルギー源別

標準発熱量を参照。石油は、原油と石油製品を含む。データ制約から、天然ガスは各国の輸出入額を平均価格で除した数量を用いた。

（注２）輸出（輸入）の集中度はハーフィンダール・ハーシュマン指数（HHI）を計算。HHIは、世界全体の輸出（輸入）量に占める各国の輸出（輸入）シェアの

２乗和。0～10,000の値を取り、値が大きいほど供給元（需要）が特定の国に集中していることを表し、一般的に2,500以上で寡占的な状態と言われる。

（出所）LSEG、UN Comtradeより第一生命経済研究所作成

（輸入の集中度）

供給元が集中（寡占的）

幅広い国で需要
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図表３：石油の輸出割合 

 

〇レアメタル・レアアース 

 続いて、レアメタル・レアアースについてみていく。レアメタルとは、埋蔵量が少ないか、抽出や

精錬が難しい、希少とされる金属元素の総称である。さまざまな定義があるが、1987 年の経済産業省

の定義では 31 鉱種 47 元素としている。中国が輸出規制をかけるレアアース（希土類元素）はこのう

ちの１種であり、17 元素が含まれている。主なレアメタルには、ステンレスの材料となるニッケルや 

電池に使用されるリチウムやマンガン、コバルト、そして液晶や永久磁石などに使用されるレアアー

スなどがあり、今日のハイテク産業には必要不可欠な素材となっている。 

 図表４がレアメタルの輸出入の集中度である。多くの品目で輸出国が集中しており、その名の通

り、希少な資源であることがわかる。右上に位置するコバルトは、中国が輸入の約９割弱を占めてい

るため輸入の集中度が高くなっているが、これは他の国でコバルトの需要がないというわけではな

い。中国の輸入量が多いのは、コバルトの加工やバッテリー製造拠点が中国に集積しているためであ

り、中国で製造されたバッテリーは世界市場に幅広く輸出されている。 

  

図表４：レアメタルの輸出入の集中度 
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（注）2024年の輸出量。石油は、原油や石油製品（重油等）を含む。

（出所）LSEGより第一生命経済研究所作成
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（注）2024年時点のHSコード上での精錬製品の輸出量（鉱石自体は含まない）。円の大きさは年間の輸出量。

輸出（輸入）の集中度はハーフィンダール・ハーシュマン指数（HHI）を計算。HHIは、世界全体の輸出（輸入）量に占める各国の輸出（輸入）シェアの２乗和。

0～10,000の値を取り、値が大きいほどその品目の供給元（需要）が特定の国に集中していることを表し、一般的に2,500以上で寡占的な状態と言われる。

（出所）TradeMapより第一生命経済研究所作成
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 図表５で、個々のレアメタルの輸出状況を見てみると、特定の国が極めて高い割合を占めており、

特定の国の供給に強く依存していることがわかる。これらの供給国は、鉱石を有するだけでなく、精

製等の加工工程も含めたサプライチェーン全体で高い影響力を維持している。例えば、ニッケルで世

界最大の埋蔵量を誇るインドネシアなどでは、ニッケル鉱石の輸出を禁止し、国内で精錬したニッケ

ル製品のみを輸出する「鉱物資源の下流化」政策を実施する等、自国資源の付加価値を高めて輸出す

る動きが見られる。また、レアアースの場合は、輸出割合をみると中国が 36.9％、米国が 26.4％と続

いているが、これは精製製品の輸出であって、米国で採掘されたレアアースのうち、精製のかなりの

部分を中国に頼っているとみられる。現状では、中国はレアアースの採掘量で全世界の約７割、精

製・分離等の加工工程で約９割のシェアを占めていると言われており、レアアース供給において圧倒

的な存在感を有している。中国がレアアースの加工工程でここまで支配的な地位を確立しているの

は、そもそもレアアースの埋蔵量が豊富であったことに加え、1980 年代からレアアースを戦略的な鉱

物資源として位置づけ、早期に技術開発に投資を行ってきたためである。米国等でもレアアースの採

掘はあったものの、精製過程で化学物質等の大量の環境汚染物質が発生するため、環境規制との兼ね

合いから精製技術への投資が進まず、比較的環境規制の緩かった中国に精製を頼り、中国から安価で

レアアースの精製製品を調達してきたという経緯もある。 

 2025 年４月に、中国政府が７種のレアアースの輸出管理（実質的な輸出規制）を実施した際には、

電気自動車の生産等を中心に、複数の自動車メーカーが生産ラインの一時停止に追い込まれた。レア

アースを中心としたレアメタルは、今日の産業活動で必要不可欠な素材であるだけでなく、安全保障

上でも重要品目でもあり、供給が滞った場合の影響は大きい。戦略的な資源として、今後も外交・経

済摩擦時には規制が強化される可能性がある。 

 

図表５：レアメタルの輸出割合 

中国

（69.0％）

インドネシア（9.4％）

その他

（21.6％）

0 20 40 60 80 100

輸出

割合

（％）

【マンガン】

インドネシア（51.1％）

カナダ（5.3％） ロシア（4.6％）
中国（3.9％）

その他

（35.1%)

0 20 40 60 80 100

輸出

割合

（％）

【ニッケル】

コンゴ（86.8％）

マレーシア（2.5％） 中国（1.3％）

その他

（9.4％）

0 20 40 60 80 100

輸出

割合

（％）

【コバルト】

チリ（47.6％） 中国（31.3％）

アルゼンチン（8.9％）

その他

（12.2％）

0 20 40 60 80 100

輸出

割合

（％）

【リチウム】

中国（36.9％） 米国（26.4％）

マレーシア（9.3％） フランス（7.0％）

その他

（20.5％）

0 20 40 60 80 100

輸出

割合

（％）

【レアアース】

（注）2024年の精製製品の輸出量。レアアースはHSコード2805、2846の合計。

（出所）TradeMapより第一生命経済研究所作成



 6 / 7 

 

 

 

 Economic Trends ／ マクロ経済分析レポート 

〇食料 

最後に食料の需要と供給の偏在を確認する。図表６を見ると、前述のエネルギーやレアメタル・レ

アアースほどには、輸出入の特定国への集中が見られず、需給が相対的に分散していると言える。幅

広い国で需要されていて供給元が集中しているのは食用油だが、食用油のなかでも最も輸出量が多い

のはパーム油であり、インドネシアとマレーシアの２か国で世界全体の 83.4％を輸出している（図表

７）。パーム油は、一般の家庭で調理油として使われることは少なく、多くは加工食品の原料（スナ

ック菓子、チョコレート、マーガリン、冷凍食品等）や非食品用（石鹸、洗剤、化粧品、歯磨き粉

等）である。安価で大量生産が可能で、汎用性の高さから幅広い用途で使用されている。また、輸出

入のいずれも集中度の高い大豆は、ブラジルと米国の２か国で世界全体の 86.3％を輸出しており、中

国が世界全体の約 60％を輸入している。先日の米中首脳会談で、米国が同国産大豆の購入を中国に求

めたのは、選挙戦の支持基盤である米国の大豆農家を救うというだけでなく、米国経済への影響も無

視できないためである。 

 食料はエネルギーやレアメタル・レアアースと比較して、供給元が分散しており、代替可能性もあ

る程度あることから、輸入国も調達先の多様化を図りやすいと言える。時間とともに品質が低下する

性質上、基本的に国内需要を超過する分は輸出に回すことになり、輸出規制等によって供給制約が生

じる可能性は限定的である。ただし、エネルギーやレアメタル・レアアースと異なり、天候不順等の

自然現象による供給制約が生じるリスクには留意しなければいけない。 

 

図表６：食料の輸出入の集中度 

 

果物

大豆

2,450 2,950 3,450

（輸入の集中度）

小麦

トウモロコシ

野菜

調味料

嗜好品

食用油

乳製品

コメ

大麦
魚介類

鶏肉

豚肉

牛肉

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

0 250 500 750 1,000 1,250

（輸出の集中度）

（注） 2022年時点のデータ。円の大きさは年間の輸出量、品目によっては主食用だけでなく、加工用・飼料用等も含む。

輸出（輸入）の集中度はハーフィンダール・ハーシュマン指数（HHI）を計算。HHIは、世界全体の輸出（輸入）量に占める各国の輸出（輸入）シェアの２乗和。

0～10,000の値を取り、値が大きいほどその品目の供給元（需要）が特定の国に集中していることを表し、一般的に2,500以上で寡占的な状態と言われる。

（出所）FAOSTATより第一生命経済研究所作成

供給元が集中（寡占的）

幅広い国で需要



 7 / 7 

 

本資料は情報提供を目的として作成されたものであり、投資勧誘を目的としたものではありません。作成時点で、第一生命経済研究所が信ずる
に足ると判断した情報に基づき作成していますが、その正確性、完全性に対する責任は負いません。見通しは予告なく変更されることがあります。
また、記載された内容は、第一生命保険ないしはその関連会社の投資方針と常に整合的であるとは限りません。 

 

 Economic Trends ／ マクロ経済分析レポート 

図表７：食料の輸出割合 

 

〇資源の偏在は世界経済を分断するのか？ 

 本稿では、３つの資源（エネルギー、レアメタル・レアアース、食料）について、その需要と供給

の偏在を確認してきた。輸出の集中度に着目すると、化石燃料とレアメタルは特定の国の供給に強く

依存しており、通商政策上の供給リスクは高い。特に、レアアースは現状において、中国が供給網を

掌握している状態に近く、今後も国際交渉の過程で輸出規制が強化されることで、供給制約に晒され

る可能性がある。 

これらの資源の偏在は、供給国が全面的な輸出規制を実施した場合や、輸入国の「経済安全保障」

志向の高まりが同盟国や近隣国間での閉じたサプライチェーンの再構築を促すことになれば、世界経

済を分断する要因にはなりうる。一方で、かつて世界経済がブロック化していた 1930年代とは異な

り、足もとの世界経済は産業構造がより複雑化し、サプライチェーンを通じて各国経済は相互に依存

している。貿易量は減少傾向にあるとはいえ、中国にとって米国は依然として最大の輸出相手国であ

り、経済的なつながりは完全に断ち切れるものではない。資源の偏在は分断リスクとして存在しつつ

も、今後も経済的な相互依存が分断の防波堤として一定程度機能し続けると考えられる。 

 

以上 

 
i 

 

 

【注釈】 

注１） エクサジュールは、エネルギーの大きさを表す単位。LED 電球（約 10W）を 0.1 秒間点灯させるエ

ネルギーが約１ジュールと言われており、エクサジュールはその 10 の 18 乗倍（100 京ジュール）

に相当。国や世界の年間エネルギー消費量、巨大な自然現象（大地震、ハリケーン等）の放出エネ

ルギーなど、大きなエネルギー量を表現する際に用いられる。 
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（注）2022年時点のデータ。

（出所）FAOSTATより第一生命経済研究所作成

【パーム油】
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【大豆】


